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飼料作物奨励品種選定試験

(3)イタリアンライグラス

鈴木淑恵1).藤井真理。小畑寿

(1)東日杵北部農業改良普及センター)

Selection of the Best Forage Crop in Terms of Their Nutrient and Yielding Performance 

(3) Italianryegrass 

Yoshie SUZUKI， Mari FUJII， Hisashi OBATA 

く要約>長期利用型のアキアオパ、ヒタチヒカリ、テティラ、 3品種についてと短期利用型のワ

セ王について現奨励品種のエースとワセユタカとの比較試験を行った。

長期利用型品種では耐倒伏性の優れていたヒタチヒカリが有望と思われ、短期利用型では耐倒

伏性と収量性で援れていたワセ王が有望であった。

試験方法

1 試験圃場

場内国場(黒色火山灰土)

2 供試品種

表 1に供試品種を示した

3 播種時期

長期利用型:平成15年 9月20El

短期利用型:平成15年10月 9El

4 播種量

250 g /a 条播

5 試験規模

1試験区 6rrf 3反復

6 施肥量 Ckg/a)

たい目白 300 

90 

基肥 N : P205 : K20=0.9 : 0.9 : 0.72 

追肥 N : K20=0.36 : 0.32 (刈り取り毎〉

7 調査日

長期利用型:H14. 3. 20 H15. 5. 1 H15. 6. 5 

鋭期利用型:H15. 4. 9 H15. 5. 8 

8 調査方法

系統適応性検定試験実施要領に準じる

表 1 供試品種

品 種 名 取り扱い そ の他

エ ス 雪印種苗 長期利用型・諜準品種

アキアオパ 全農他

ヒタチヒカリ 日本総業

テティラ:全農他

ワセユタヵ ; 全農他 ;短期利用型・標準品麓

ワセ王

試験結果及び考察

1 気象概要

平均気撮は翌年の 1月まで平年よりも低く推移し、

その後はやや高めであった。降水量は12月に平年を

大幅に上田ったが概ね平年並みとなった。日照時間



(3)イタリアンライグラス飼料作物奨励品種選定試験

利用型では「ヒタチヒカリJ• IテティラJ> Iエー

スJ • Iアキアオノリという平晩性であった。

は期間を通して平年以下であった。

調査結果

表 2・3に生育および収量調査の結果を示した。

長期利用型品種では 5月に入ってから病害の発生

が見られ、最終刈りの調査ではいもち病に対して

「テティラJ• Iヒタチヒカリ j は抵抗性を示し、

3 

生青経過

播種後の気温が低くいもち病の発生は見られなかっ

た。低温と日照不足から生育は鈍く、長期・短期利

用型とも年内の刈り取りはできなかった。出穂、は翌

年の4月に入ってから始まり、短期利用型では「ワ

セ玉」が「ワセユタカjよりも 38程度遅く、長期

2 

生育調査
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誼さび病に対しては「アキアオ

が比較的強い抵抗性を示した。

テティラJ

耐倒伏性は、「ワセ王Jが「ワセユタカj よりも

擾れており、長期利用型では「ヒタチとカリ jが最

も優れていた。

収量性は、短期利用型では fワセユタカ」が擾れ、

長期利用型ではどの品種も「エース」を若干上呂り、

品種間差が見られなかった。

総合すると、短期利用型では収量性がやや劣るも

のの耐倒伏性に優れる「ワセ主」が有望である。長

期利用型でも酎倒伏性に優れる「ヒタチヒカリ jが

有望と盟、われたが、冠さび病の被害が大きかったた

め注意が必要と思われた。

長期利用型については今田が最終年度となり、こ

れまでの結果とあわせて奨励品種選定の資料とする。
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